
小学校学習展開例

校種/教科等 小学校　社会科 対象学年 第６学年

単元名 日本とつながりの深い国々 

人権教育を通じて育てたい資質 ・ 能力の分類

価値的 ・ 態度的側面　➁多様性の尊重 ・ 共生

ふれる・気付く

　日本は、 外国人をどのように受
け入れている （いた） かについて
考える中で、 ヘイトスピーチ解消法
について知る。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　世界の人々とともにくらすために、 違いを理解しお互いを尊重していくことの大切さを理解できる

ようにする。 　【知識及び技能】

２　展開例

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１　前時までに学習した世界の国々の特色や日

本とのつながりについて振り返り、 めあてを

つかむ。

　 ・ 日本は様々な国と産業等でつながりがある

　　 日本の主な輸出相手国、 輸入相手国

　　 日本人が多く住む海外の国

　　 日本に住む外国人

〇　それぞれの国に特色があることに気付かせ

るために、 前時までに調べて発表した国々の

特色を表などに整理しておく。

★１　特に日本とのつながりがある国を確認す

るため、 「日本に住む外国人」、 「日本人が移

住している海外の国」、 「日本の主な輸出入相

手国」 のグラフを掲示する。 教科書に記載が

あれば、 それを利用する。 （P.65）

５

２　これまでの学習で調べたことをもとに、 日

本と世界の国々の違いを出し合う。

・ 日本と大きくちがうところ

  言語、 文化、 衣食住、 習慣、 宗教、 民族等

３　日本に住む外国人の人権を取り巻く現状に

ついて確認する。

・ 在日外国人などに対する差別や偏見がある

こと

４　これまでの歴史学習や現在報道されている

こと等を振り返り、 日本人は外国人をどのよ

うに受け入れている （いた） かについてまと

める。

　　　　　　　　　　　 

〇　あらかじめ世界の国々の特色を表などに整

理しておき、 日本と比較しながら考えさせる。

〇　様々な違いがある中、 多くの日本に住む外

国人は安心 ・ 安全に生活できていると思うか

などと問い、 在日外国人の人権について考え

させる。 この際、 「基本的人権の尊重」 の単

元や歴史学習における 「これからの日本」 の

単元等の教科書記載を確認させる。

〇　　　  の　　　　　　  面を発言させる際には、

学級の実態等をふまえ、 児童の発言や態度に

十分留意する。

※　左記の例示を全て網羅しようと時間をかけ

すぎないよう留意する。

★２　教科書記載にある外国人 （在日韓国 ・ 朝

鮮人） に対する偏見や差別を確認する際に、

ヘイトスピーチという語句について知らせる。

※　関東大震災に関する記述を扱う際には、 デ

マから多くの朝鮮や中国の人が被害を受ける

事件があったことにふれる。

５
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めあて　　世界の人々とともにくらすために大切なことについて考えよう。

プラス

マイナス

過去 現在

・ 被災時に多くの外国人ボラ
ンティアが来た。

・ オリンピックやパラリンピッ
クでの交流　等

・ 日本文化を知って、 日本で
暮らすようになった人が増
えた。

・ 渡来人の技術や文化を取り入
れた。

・日本の近代化や文明開化で影
響をうけた。 等

・ 秀吉が大軍を朝鮮に送り、 陶工を連
れてきた。

・ 関東大震災時に朝鮮人や中国人が殺
された。 　

・ 戦時下で多数の朝鮮人や中国人が強
制的に連れてこられ、 厳しい労働を
させられた。 等

・ 外国人への偏見や差別が
ある。 　

・ ヘイトスピーチをしている
人たちがいる。

マイナス現在
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５　ヘイトスピーチと、 ヘイトスピーチを解消する

ための取組を知る。

・ ヘイトスピーチを行う人がいる

・ ヘイトスピーチで傷ついている人がいる

・ 「ヘイトスピーチ解消法」 が平成２８年に制

定された

６　これからのこと 【未来 ・ 将来】 を考えたと

きに、 世界の人々とともにくらしていく上で

大切なことについて、 なぜお互いを尊重でき

ないのかをふまえて、 ペアやグループ、 全体

で話し合う。

・ それぞれの国にはくらしや文化や習慣の違

いがあることを認め合う

・ それぞれの国で大切にしていることを知る

・ 出会いや交流をこれからもっと増やす

・ 日本に住む外国人の立場になって考え行動

する

・ 多くの外国人に喜んでもらえるように、 誰

もが暮らしやすい日本にしていく

・ 海外に行ったときには、 日本の良さも知っ

てもらう

・ 日本人ももっと世界に出て現地の人々を助

ける活動を行っていく

〇　ヘイトスピーチについて、 詳しくは中学校や

高校で学習することを伝え、小学校段階では、

ヘイトスピーチを行う人がいることや、 それを

解消するための取組があることについて紹介

するに留める。

※　中学校や高校での学習へつなげることを想

定し、 ヘイトスピーチに関する啓発チラシを提

示してもよい。 【法務省 HP】

※　日本においては、 在日韓国 ・ 朝鮮人に向け

られた言動が多数を占めているが、 中には在

日中国人や全ての在日外国人を対象としたも

のもあること等にもふれ、 今後、 新たな対象

が生まれる可能性があることなどを考えさせ

てもよい。

○　お互いを尊重することの大切さを理解させ

るため、 学習活動２の活動で振り返った世界

の国々の様々な違いをふまえて話し合いをさ

せる。

※　ヘイトスピーチを切り口に話し合う場合は、

以下の視点を提示してもよい。

　教師 ： 「なぜヘイトスピーチ解消法の制定が平　

成 28 年なのかな （関東大震災から

100 年以上経ているのに）」

　児童 ： 「差別 （ヘイトスピーチ） をする人がま

だいるから」 「差別がおかしいと声を

上げた人がいた （いる） から」

　教師 ： 「どうすれば、 ヘイトスピーチはなくな

るのかな」

　児童 ： 「お互いを知り合えるような取組を増や

していけばいいと思う」

　教師 ： 「〇〇さんが発言してくれたような内容

が、 実はヘイトスピーチ解消法の〇条

に書いてあるんだよ」

　以上の視点で意見を出させた際は、 ヘイト

スピーチの対象となっている在日韓国 ・ 朝鮮

人等に焦点化しすぎた場合は、 前時までの

学習や学習活動１で示したグラフなどを示し、

日本に暮らす他の国々の人々へも視野を広げ

させるようにする。

５
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７　本時のまとめを行う。

〇　まとめを補強するために、 これまでの学習

体験や生活経験等での出会いと結び付ける。

※　教科書記載の他県等の多文化共生社会の取

組を紹介したりしてもよい。

５

まとめ　世界の人々とともにくらすためには、 違いを理解してお互いを尊重していくことが

大切である。
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